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研究成果の概要（和文）：本研究では、各自が担当する国・地域（イギリス・フランス・ドイツ・イタリア・ロ
シア・スペイン）におけるエゴ・ドキュメント研究の状況を把握した。具体的には、資料編纂状況であり、また
分析の方法論である。エゴ・ドキュメントから派生する歴史理論の開拓も進んでおり、例えば、エゴ・ドキュメ
ントを読み解く方法として、史料に照射される「主観性」、さらに情動・感情の歴史が注目されている。本研究
の総括的位置を占める日本西洋史学会大会のシンポジウムでは、中世・近世から現代にいたるヨーロッパ内外で
執筆されたエゴ・ドキュメントの分析の実践例を提示して、その歴史研究における射程を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research project aims to make a survey of recent historiographies of 
ego-document mainly focusing on those in European countries. The project focused on the archival 
collections of ego-document in each country as well as on the methodological development to explore 
them. For instance, life-story approach opened the window for looking into the individual 
subjectivity including emotion or memory, once neglected aspects in historical studies. At the 
symposium of annual meeting for the Japan Western Historical Society in 2018, our project members 
explored the future possibilities of ego-document studies in their papers by taking the examples of 
ego-document from European historical experiences.

研究分野：イギリス史、歴史理論

キーワード： 言語論的転回　物語　資料論
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

1. 研究開始当初の背景 

 エゴ・ドキュメント研究の歴史は長い。19

世紀の実証史学は、エゴ・ドキュメントを重

宝して用いてきた。実証主義史学の原則では、

史料の執筆者がその出来事に近い位置にあ

ればあるほど、その記述は信頼に値するとさ

れたからである。その後エゴ・ドキュメント

を用いた研究は一時衰退するが、1970 年代

になると再評価の機運が現れる。それはアナ

ール派を中心とする心性史への関心からで

あり、ひろくローレンス・ストーンのいうと

ころの「物語の復権」と結びつけられている。

そして何よりも、1980 年代以降のミクロス

トリアの潮流が決定的であった。 

 現在のエゴ・ドキュメントへの関心は、ポ

スト・モダンないしはポスト構造主義の歴史

学の「転回」とも密接に関連している。デリ

ダやフーコーのポスト構造主義は言語や象

徴などのもつ規定性・拘束性を強調してきた

が、近年は「主体の復権」ともいえる現象が

発生している。このような理論的関心が、エ

ゴ・ドキュメント論を歴史学の中心的主題へ

と浮かび上がらせている。   

 も と も と 「 エ ゴ ・ ド キ ュ メ ン ト 」 

(ego-document)という言葉の起源は、1958

年にオランダの歴史家ジャック・プレセール

（Jacques Presser, 1899-1970）が最初に用

いたことにあると言われているが、現在オラ

ンダでプレセール以来の研究を継承して発

展させているのが、ロッテルダム・エラスム

ス大学にある「エゴ・ドキュメントと歴史」

研究センターのルドルフ・デッカーやマリア

ンネ・バガーマンらの歴史家である。デッカ

ーらは、オランダの古文書館、博物館、図書

館に残されていた、1500年から 1918年にい

たる自叙伝、回想録、日記、旅行記などのジ

ャンルの手稿史料ならびに印刷資料に関す

る目録を作成した。この史料編纂事業とは別

に、「時間の統制、自己の成形」という研究

プロジェクトを組織、またエゴ・ドキュメン

トをめぐる国際的な研究集会の開催や共同

研究を推進するなど、いまやヨーロッパのエ

ゴ・ドキュメント研究の中心に位置している。

それらの成果は、ブリル出版社から叢書とし

て刊行されており、エゴ・ドキュメントの体

系的な研究成果として参照されている。 

 ヨーロッパ全体に目をやれば、2008年に

近世史研究者がボルドーにつどって、ヨー

ロッパ科学基金によるエゴ・ドキュメント

の研究プロジェクト「個人の視点から見た

ヨーロッパの過去：新たなる歴史学のため

の史料」が組織されている。そこには、ド

イツ、イタリア、オランダ、スペイン、チ

ェコ、デンマーク、イギリス、リトアニア、

ポーランド、ロシアなどから研究者が参加

するものとなっている。このプロジェクト

を中心に定期的に研究集会が開催されてい

るようで、フランスにおける指導的人物で

あるフランソワ・ジョセフ・ルッジロは、

アジアやアフリカとの比較研究にも乗り出

している（François-Joseph Ruggiu, ed., 

The Uses of First Person Writings: Africa, 

America, Asia, Europe,  Peter Lang, 

2013）。さらに 2012年には『ヨーロッパ

生活史研究』(European Journal of Life 

Writing )が創刊され、エゴ・ドキュメント

ないしはパーソナル・ナラティヴをめぐる

充実した議論のフォーラムを提供するよう

になっている。 

 日本でのエゴ・ドキュメント研究は、いく

つか萌芽的なかたちではあるが、欧米の研究

と共振する動向が登場しつつある。たとえば、

日本西洋史学会では、2012 年には「パ―ソ

ナル・ナラティヴの歴史学」（長谷川貴彦、

長谷川まゆ帆、小野寺拓也が参加）、2013年

には「市民の自分史」（松井康浩が参加）な

るシンポジウムが組まれた。また、2014 年

の歴史学研究会大会全体会が、手紙や証書な

どの史料研究を取り上げている。そこでは、
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分担者である西欧中世史の大黒俊二が報告

をおこなっている。代表者の長谷川貴彦は、

欧米の歴史学におけるエゴ・ドキュメント研

究の動向を紹介してきたが、『歴史評論』第

777号（2015年 1月）では、「個人史」の特

集が組まれ、そこに「エゴ・ドキュメント論」

を執筆している。さらに槇原茂編『個人の語

りがひらく歴史』（ミネルヴァ書房、2014年

9 月）が刊行された。これは先の「市民の自

分史」シンポジウムの成果をまとめたもので

あり、日本における研究の到達点を示すもの

であるが、そこでは、分析の中心が近現代史

にあり、中世や近世のエゴ・ドキュメント研

究などについては触れられていない。 

 

２．研究の目的 

 エゴ・ドキュメントとは、「一人称」で書

かれた資料、具体的には、日記、書簡、自叙

伝、回想録、証書などを示す歴史用語であり、

あえて翻訳をするとすれば、「自己文書」や

「私文書」などが試訳としてあてられている。

本研究は、このエゴ・ドキュメントを中心と

した歴史研究の動向を、広く欧米の歴史学に

内在しつつ検討することを課題とする。第一

に、ヨーロッパ規模で展開している研究を把

握するため、エゴ・ドキュメントに関する研

究所（英・蘭）との交流活動を推進すると同

時に、研究分担者の対象とする国・地域にお

ける研究方法・史料保存の状況を概観しよう

とした。第二に、研究分担者の現地調査をと

もなう具体的な史料分析によって、エゴ・ド

キュメント研究の実践をおこない、第三に、

こうして得られた知見を日本およびヨーロ

ッパの学会ならびに一般読者層に還元して

いくことにしていた。 

 エゴ・ドキュメントを利用した従来の研究

は、日記・手紙・自叙伝・メモ・裁判記録な

ど多様な史料を駆使し、新たな歴史叙述の可

能性を切り開いてきた。しかしそうした先駆

的な研究は、興味深い史料を独力で見つけて

きて自らの責任においてそれを読み解くと

いう、ともすれば個人的な営みに陥りがちで

あった。そのため、そもそもエゴ・ドキュメ

ントにはどのような種類がありうるのか、世

界においてそれはどのような形で現存して

いるのか、史料はどのような経緯を経て「つ

くられた」のか、その保存・公開はなぜ可能

になっているのかという「全体像」が、未だ

に見えていない。一定の研究蓄積が見られる

現在、そうした研究基盤の整備をおこなうこ

とが、今後のエゴ・ドキュメント研究のさら

なる広がりのためには不可欠であるし、財政

的な理由からエゴ・ドキュメントの体系的所

蔵が遅々として進まない日本における現状

に対しても、ヨーロッパにおけるエゴ・ドキ

ュメントの全体像を提示することは重要な

示唆を与えるように思われる。本研究では、

研究方法や資料編纂状況について、研究代表

者ならびに分担者が担当する国・地域におけ

る研究の状況を把握する。 

 

３．研究の方法 

 本研究では、研究代表者ならびに分担者が

担当する国・地域における研究の状況を把握

し、また中世・近世から現代にいたるヨーロ

ッパ内外で執筆されたエゴ・ドキュメントの

分析の実践例を提示して、その歴史研究にお

ける射程を明らかにした。 

 第一に、資料編纂状況である。オランダで

は、いち早くエゴ・ドキュメントの編纂事業

が進められたが、ヨーロッパ諸国ではこれに

刺激を受けて編纂事業が続き、ドイツ語圏で

もエゴ・ドキュメント編纂事業が進んでいる

と言われている。その他の国々、イギリス・

フランス・イタリア・ロシア・スペイン（メ

キシコ）などでの史料保存状況に着目する。

どのような史料が現在エゴ・ドキュメントと

して扱われているのか、エゴ・ドキュメント

はどこにどのような形で保存されているのか、

それを可能にする組織的・財政的・文化的理
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由は何なのかを、文献調査や文書館における

聞き取り調査も交えながら明らかにした。 

 第二に、分析の方法論の検討をおこなう。

エゴ・ドキュメントが注目を浴びるにしたが

って、そこから派生する歴史理論の開拓も進

んでいる。例えば、エゴ・ドキュメントを読

み解く方法として、史料に照射される「主観

性」をめぐる理論、さらに情動・感情の歴史

が注目されている。 

 

４．研究成果 

 ３年間の研究活動の成果のひとつは、公開

シンポジウムを開催したことであり、具体的

には第67回日本西洋史学会大会で発表をおこ

なった。その内容は、エゴ・ドキュメントを

めぐる研究方法や資料保存状況を概観した後

に、具体的な史料の検討によって分析の手法

を示すという二つの柱からなる構成を考えた。

事実、シンポジウムでは、エゴ・ドキュメン

トの研究史的背景を考慮しつつ、中世・近世

から現代にいたるヨーロッパ内外で執筆され

たエゴ・ドキュメントの分析の実践例を提示

しつつ、その歴史研究における射程を明らか

にした（報告１大黒俊二「エゴ・ドキュメン

トの出現―ラテン語から俗語へ―」報告２安

村直己「エゴ・ドキュメントをめぐるせめぎ

あいーラテンアメリカ史研究の現場からー」

報告３小野寺拓也「感情と情報リテラシーの

狭間で―第二次大戦末期のドイツにおける噂

とコミュニケーションー」）。３つの個別報

告に対して、エゴ・ドキュメント研究を貫く

「書くこと」と「読むこと」に関わる問題に

ついて、近世フランス史と現代ソヴィエト史

の立場から具体的な素材を提示しながら、広

くエゴ・ドキュメント研究に関わる論点を開

示した。 

 もうひとつは、研究成果を論文集としてま

とめることである。その内容は、公開シンポ

ジウムの内容を受けて、エゴ・ドキュメント

をめぐる研究方法や資料保存状況の国際比較,

そして具体的な史料分析からなる二部構成を

考えている。現在、刊行に向けて出版社との

交渉、また内容の精査などがおこなわれてい

る。 
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